
OTOロックパイル工法
―摩擦力ＵＰパイル― 実用新案登録済

・ケーシングの任意の箇所に突起を設けることで、そのケーシングを用いた杭施工において、完成した杭に柱状
体に螺旋形状を付加することにより、摩擦力が約30％程度向上します。
・杭径および材料の選定が多数行えるため、あらゆる工事に利用できます。特に、山岳鉄塔などの工事に
おいては、小型重機「OTOドリル工法」の活用が見込め、経済的だけでなく、安全性を高めることができます。
「設計上は摩擦力ＵＰの効果は見ていません。運用時の安全性を高めています。」
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